
ハマ・アップ

東部 ky-ehamaup@city.yokohama.jp 411‐0614

西部 ky-whamaup@city.yokohama.jp 336‐3741

南部 ky-shamaup@city.yokohama.jp 843‐6371

北部 ky-nhamaup@city.yokohama.jp 944‐5966

https://www.edu.city.yokohama.jp/tr/ky/hamaup/theme04/index.htm
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夏季休業期間(太枠内)の開館日・開館時間

令和 6年 7月8日
横浜市授業改善支援センターハマ・アップだより 第75号
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長期休業中 １０：００　～　１８：００

　　長期休業期間は、月曜日から金曜日に開館
　　　　７月22日（月）～８月26日（月）
　　　　【7月２１日は日曜日のため休館】
 　　　　　8月27日(火)からは通常時間。
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　通常時間は、7月20日（土）まで【日曜日、月曜日は休館】
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授業づくり相談・学級づくり相談、やっています
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平日

土曜

　ハマ・アップでは、指導主事、授業改善支援員が、先生方の授業づくり、学級づくりのご相談に応じます。

１３：００　～　２０：００

相談形態：対面　または　オンライン
             ※ オンラインでの相談は、原則としてYYネットに接続されたiPad、
               Chromebookで行います。
              機器の校外での使用については学校長の承諾を得てお申し込みください。

相談時間：(火)～(金)13:00～20:00（オンライン型は19:00まで）
　　　　　(土)は10:00～18:00（担当は支援員のみです。）
　　　　※ 夏季休業中 も行います。日時内容等、お問い合わせください。

申込方法：
  ハマ・アップホームページまたは各方面事務所YCANページにある「相談申込書」
に必要事項を入力の上、ハマ・アップへメールするか、電話にてお申し込みくださ
い。指導主事または支援員より折り返し連絡をし、日程調整をいたします。

ハマ・アップ

ホームページへ
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授業の構想から不安がありますので、

♬西部：授業づくり講座【生活】「子どもの思いや願いに寄り添った学校探検とは」

ハマ・アップで、指導力、授業力アップ
4方面ハマ・アップの、授業改善の取組の一端をご紹介いたします

♬南部：授業づくり講座【学級づくり】

♬東部：ある日のハマ・アップ・活用はいろいろ♪

♬北部：授業づくり相談 「TEAM力で専門性を高めていきたい！」

ハマ・アップでは 令和７年度以降に使用する「中学校教科書見本の展示」 を行っています。

令和６年度の新刊図書を購入します。

ハマアップに是非おいでください！

探検においての教師側の視点やしかけについて深く

学ぶことができました。実際に西部事務所の探検をする

ことで、ものやことの２つに興味が沸いたことに改めて気

付きました。

学校探検がまだ進行中なので、今後、追体験を入れていくための

アイデアをいただくことができました。単元が始まる前に本日のよう

な内容を知ることができるとより参考になると思いました。ギリギリ

のタイミングで申し込みをさせていただいたのですが、参加できてよ

かったです。

大変勉強になりました。学びのパターンを広く浅く、狭く深くで分類し

てそれぞれの進め方を提示していただけたことで、自分はどうかなと

考えながら講座に臨むことができました。自分が探検したり、子どもの

言葉を分析したりなど、体験したり、具体をもとにしたりしながら考えら

れたことで、自分も今日の気付きを収束していけたと思います。

キャリアのある学年主任と初任二年目の若手教諭とのバディでの授業づく

り相談。そこに前校長先生も入っての協議。『学校づくりは、人材育成』を

モットーにされてきた校長先生、その理念のもと学年でのスクラムを強く組

んでの学びの姿勢に心打たれました。今、授業づくり相談は、単独のみなら

ず、学年やメンターチーム、そして、推進役の先生とともに等、TEAMで学ぼ

うとする先生方が増えてきています。これからの横浜の教育に頼もしさを感

じるひとときでした。 支援員

メンターの教員にどのように接したりアドバイスしたりすればいいのかわかりました。

困っていることに対して親身になることは、学級でも同じだなと感じました。

価値づけができるように一人ひとりを見とることが大事というお話がとても印象に残っています。

学級経営について知ることができました。相談タイムがあったことで、自分の不安など

を話すことができいい機会になりました。

指導案を探しに、学級経営や授業の相談に、また、教材作成などに、来館される

方の目的は様々です。一人で、学年で、メンターチームで気軽に来てください。学年

研、メンター研など、それぞれのテーマをもって、打ち合わせや会議に活用されるこ

ともあります。テーマに応じていろいろな資料がそろっています。授業改善支援員も

お手伝いします。ハマ・アップは自在に活用できるよさがあります。いろいろな活用

の仕方でお立ち寄りください。


